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　京都府では一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実現できる京都府を目
指し、昨年「新京都府総合計画」が策定されました。
　令和２年度の当初予算は、この総合計画に基づく各種施策を着実に推進
し、総合計画の発射台となる「令和新時代・京都府夢実現チャレンジ予算」
として編成、提案され、２月定例府議会にて可決されました。
　現下の新型コロナウイルス感染症の拡大はもとより、少子・高齢社会の
進展など、課題は山積するところでありますが、皆様のお声をお伺いしな
がら、府民の安心・安全や府民生活の向上、そして皆様の夢や希望の実現
を目指す府政の展開に向け、議員活動に邁進してまいりますので、ご指導、
ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い
いたします。

　　※北山エリアの整備をはじめ、求めてきた事業も多く盛り込まれました。
1．子育て環境日本一の京都づくり
　　　〇子育てにやさしいまちづくり事業　〇幼児教育 ･ 高等教育の無償化
　　　〇子育てにやさしい職場づくり事業　〇マザーズジョブカフェ推進　など
2．全ての府民が躍動する社会づくり
　　　〇スポーツ拠点施設充実　〇多文化共生・外国人材活躍促進事業
　　　〇就職氷河期世代雇用支援総合対策事業　〇生涯現役クリエイティブセンター ( 仮称 ) 事業　など
3．文化首都・京都からの文化振興
　　　〇京都文化力プロジェクト事業　〇文化財保存活用支援事業　〇旧本館活用推進　など
4．新産業創造・成長
　　　〇起業するなら京都・プロジェクト推進事業　〇「食の京都」推進事業　など
5．府民の安心・安全レベルアップ
　　　〇災害時避難行動円滑化事業　〇森林災害防止事業　〇緊急しゅんせつ推進事業　など
6．地域における生活・交流基盤の整備
　　　〇北山エリア整備基本計画策定　〇地域交響プロジェクト推進　など

～安心・安全な京都府づくりに向けて邁進～

令和2年度当初予算（主な内容）

「文化・教育常任委員会」および「文化・スポーツ振興対策特別委員会」など、の主な管内外調査報告
～調査事項を各施策に活かして参ります～

2019/11/13　於：福岡県立福岡農業高等学校　「実践力向上につながる教育について」
　＊地域との交流事業で毎年 2 万人を超える方が来校。市内外の保育園での食育活動を展開。
　＊大宰府産の梅使用の商品開発を産学官で取組み、商談実習を行い、売り上げの一部を市に寄贈。

2019/11/13　於：広島県安芸高田市議会
「神楽の魅力発信及び次世代継承の取組み」　　　　　
＊市内 22 神楽団が「神楽ドーム」を設立し全国の高校
　生が「神楽甲子園」を実施運営。

2019/11/14　於：大阪府立西成高等学校
「高校内居場所カフェの取組みについて」
＊不登校や中退の予防の為、NPO 委託による第三の
　場所となる教育と福祉の連携事業。

2019/8/9　於：東京藝術大学
「スーパークローン文化財について」
＊同大学が開発した高精細の文化財の再現方法より、
　「保存と公開」を両立。

2019/1/15  於：福知山市夜久野町
「ジビエ倍増モデル整備事業」
＊ジビエと京野菜を組み合わせた商品開発・
　販売促進。（有限会社 田舎暮らし / 加工場）

令和2年度当初予算一般会計歳入・歳出の状況　　　総額9,019億円



　

[ 京都が世界に誇る文化・芸術に触れる取組について ]

① ICOM( 国際博物館会議 ) 京都大会を契機としたミュージアムの未来について

　＊ミュージアムフォーラムの各博物館が、ICOM 京都大会に参加した各

　　国の博物館関係者との交流を通じて得たものは何か。博物館関係者か

　　ら受けた評価と今後のミュージアムフォーラムの展開は。

　＊子どもの時から気兼ねなく行けるミュージアムの在り方と今後。

　＊京都文化博物館を未来のミュージアム拠点として取り組むべき。

②北山文化環境ゾーン整備計画とエリアマネジメントについて

　＊老朽化している府立植物園の各施設の改修計画について。

　　今後整備予定の旧総合資料館跡地や府立大学の施設再編など。

　　北山文化環境ゾーン全体の整備計画における植物園の位置付け。

　＊植物のことを総合的に楽しみながら学べる「生きた植物園」とする

　　には、植物園の運営の見直しが必要。専門職と一般職、直営と民間な

ど幅広く議論し、学べる場としての植物園となることを望

むが、運営の在り方についての検討状況は。

＊耐震性も危惧される府立大学施設の早急な改善の必要。

＊ゾーン内個別施設ごとに最適・最善と考える整備は必要だ

が、コンセプトが活かされる北山文化環境ゾーン全体の未

来のプランを描くことが重要。各施設が有機的に連携した

整備を行うことで、相乗効果を発揮し、将来的に府民の貴

重な財産の有効活用に寄与すると考えるがどうか。 

 

［要望事項 2 点］
　＊シニア世代のアルコール依存症について、診断ガイドラインや相談窓口等の広報の充実。

　＊増加傾向にある熊の目撃、出没状況を考慮した人身被害回避の為の迅速な対応強化。

　　※質疑の全文は、「京都府議会」HP にて、後日掲載されます会議録の検索・閲覧を賜れば幸いです。

　世界保健機関（WHO）が世界的な大流行（「パンデミック」）を宣言した新型コロナウイルス感染
症については、事態の収束が見えない状況で、感染拡大の防止対策と国民生活の安心・安全の確保が
求められるところであります。
　京都府におきましては、府内での患者発生とともに、対策本部を立ち上げ、24 時間体制での検査
実施、検査機器の追加配備による体制強化、医療機関との連携・調整、マスクの緊急配布等、府内の
保健・医療体制の総力を挙げて対応に当たるとともに、府立学校の臨時休業や行催事の中止・延期な
どの感染拡大防止や中小企業等への緊急融資など全庁一丸となって取り組んでいます。
　また、京都府議会におきましても、府民の安心・安全の確保や府民生活の安定に向け、2度にわた
り提案された新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算を緊急可決するとともに、本会議、予
算特別委員会等の審議を通じ、皆様方のご意見やご要望を府の関係部局に伝え、また、国に対しても、
意見書を提出し、迅速かつ総合的な取組を求めております。
　引き続き、新型コロナウイルス感染症の一日も早い収束に向け、皆様のご意見やご要望を伺いながら、
活動してまいります。

　　　　　　　　　　　　　（府対策本部会議（3 月 11 日）における知事からのメッセージ）　

① 感染拡大防止、感染予防のお願い
　〇予防策をしっかりと

冷静に行動していただきますとともに、手洗いや咳エチケットの徹底など、予防策をしっかりと
講じていただきたいと思います。また、健康に不安のある方は、府や京都市、国の専用相談窓口
等に問い合わせをお願いします。特に、高齢の方や基礎疾患をお持ちの方は、人込みの多いとこ
ろを避けるなど、万全の注意をお願いします。

　〇小規模な患者の集団（クラスター）の防止〔換気が悪く人が密に集まる空間に集まることを避ける〕
換気の悪い密閉空間で、多くの人が密集し、近距離で会話や発声が行われる、という 3 つの条件　　　
が重なった場で集団感染を確認されており、こうした機会は可能な限り避けるようお願いします。

　〇今回の感染に関連する大阪のライブハウスのコンサートに参加された方は、体調の如何に関わら
ず、帰国者・接触者相談センターにご連絡をお願いします。

② 企業へのお願い
　〇企業等の皆様には、従業員が休みやすい環境整備や時差通勤等の配慮を、是非ともお願いします。
　　

　　電話番号：075-414-4726　受付時間：平日・土・日・祝日 24 時間対応

　新型コロナウイルス感染症の急速な感染拡大に対応するため、京都府においては、2 度にわたる総
額 28 億 900 万円の補正予算が提案されました。府議会では、迅速に対策を図るべく、それぞれ予
算提案日に緊急可決いたしました。

新型コロナウイルス感染症対策について

府民の皆様へのお願い

京都府の相談窓口、帰国者・接触者相談センター

令和元年度　2 月補正予算　～新型コロナウイルス感染症対策～

令和元年 12 月定例府議会にて一般質問をいたしました (2019/12/11) 　※質問要旨

〇京都市新型コロナウイルス感染症専用相談窓口　

　　　　　　　℡ 075-222-3421（平日・土・日・祝日 24 時間対応）

〇新型コロナウイルス感染症の影響についての労働者・使用者からの労働相談窓口　

　　　　　　　京都府労働相談所　フリーダイヤル 0120-786-604（京都府内限定）

　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 075-661-3253

〇雇用調整助成金に関する相談

　　　　　　　京都労働局助成金センター　℡ 075-241-3269

※その他、様々なお問い合わせ先等につきましては、北岡迄ご連絡下さい。

第 1 弾　令和 2 年 2 月 13 日（開会日）可決 第 2 弾　令和 2 年 3 月 19 日（閉会日）可決
予算額　20 億 7800 万円

1　検査・医療体制の整備（7800 万円）
2　売上げが減少している中小企業等に対する
　　支援（20 億円）

予算額　7 億 3100 万円
1　感染拡大防止策と医療提供体制の整備
　　（1 億 1100 万円）
2　学校の臨時休業に伴って生じる課題への対応
　　（4 億 7000 万円）
3　中小企業等に対する緊急支援
　　（1 億 5000 万円）


